[bookmark: _GoBack][image: ]▼▽坂田明さん（73）は個性的なジャズサックス奏者だ。若い頃はピアニスト山下洋輔さんらと国内外を巡った。無類のミジンコ好きでもある。山形市内でも昨夏、体長わずか2ミリほどの生物について演奏の傍ら熱く語った。▼▽57歳の時、坂田さんは脳出血を患った。体の右側が利かずサックスが吹けない。話すことも字を書くことも不自由になった。一からやり直すつもりで、体幹を鍛えるトレーニングに取り組んだ。すると70歳を過ぎた頃になって「吹き方が分かった」という感覚に辿（たど）り着いた。▼▽棋士の先崎（せんざき）学九段（48）は対局に加え天童市も舞台になる人気将棋漫画「3月のライオン」を監修するなど、幅広く活動してきた。しかし昨年6月、突然不調に襲われる。対局で頭が働かない。朝になっても体が動かない。気分は沈んでいくばかり。過労によるうつ病だった。▼▽9月から公式戦を休場、治療に専念した。散歩を重ね自然のエネルギーを取り込み、「また将棋を指したい」という気持ちをばねに今年6月、復帰を果たした。1年間の闘病の様子は自著「うつ病九段」に詳しい。苦難を乗り越える人間の勁（つよ）さを2人の体験は教えてくれる。（２０１８年８月２５日付山形新聞「談話室」より）
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